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中国圏広域地⽅計画推進室

第４回
中国圏広域地⽅計画 学識者等会議

地域⽣活圏に関連する事例について

資料3

※出典︓国⼟形成計画（全国計画）素案の概要（第18回計画部会資料）

デジタルとリアルが融合した地域⽣活圏の形成（基本的考え⽅）

中国圏では、広島市・岡⼭市などの
中⼼都市から中⼭間地域・島しょ部まで
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※出典︓国⼟形成計画（全国計画）素案の概要（第18回計画部会資料）

重層的な圏域構造における地域⽣活圏の位置づけ
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※出典︓国⼟形成計画（全国計画）素案の概要（第18回計画部会資料）

「地域⽣活圏」の形成で変わる地域の姿（イメージ）

3



4

・島根県において、⼈⼝2,000⼈程度の⼈⼝規模である公⺠館エリアでは、商店や診療所などの⽣活に必要な施設は概ね維持
されているが、⼈⼝規模が⼩さいほどそれらの施設の確保割合が低い傾向。

・今後は⼈⼝減少に伴う⼈⼿不⾜などにより、個々の地域だけでは課題解決が難しい状況に直⾯することが懸念。

⼈⼝規模の⼩さい地域では⽣活に必要な施設は少なくなる傾向

⼈⼝500⼈未満の地域では
⽣活に必要な施設の確保割
合が低い(全て70%未満)

＜公⺠館エリア（⼈⼝2,000⼈程度）における買い物施設等の現存状況＞

※出典︓運営会議資料（島根県提供）より抜粋

中国圏の圏域設定における課題

学識者等からの主なご意⾒と対応⽅針

暮らし

（※第３回学識者等会議）

《対応⽅針》 1.⾻⼦案に反映
2.地域⽣活圏において検討
3.中間整理までに検討
4.資料に反映済み

＜地域⽣活圏＞
 地域⽣活圏の官⺠連携について、⺠間ベースで地域⽣活圏のマスタープランを作るなど、具体的な制度設

計も必要ではないか。（渡邉委員）⇒3.中間整理

 デジタルとリアルの融合で選択肢を増やす、⽣活の質を⾼める、都市の包容⼒などもあるが、中国圏なら
ではの地域⽣活圏を⽰すべきではないか。（⽒原委員）⇒2.地域⽣活圏

 具体的な地域⽣活圏を考える上で、⾃然や地形から暮らしや歴史が⽣まれるといったストーリーを踏まえ
ると中国圏の地域⽣活圏がイメージしやすい。（⼤島委員）⇒1.⾻⼦案（※今後も引き続き検討）

 ＭａａＳでは、「交通」を切っ掛けに地域課題を解決し、飲⾷や宿泊等の産業にも影響するが、動かす主
体が重要であり、やることによって主体が異なるため「理念」が重要。（神⽥委員）⇒2.地域⽣活圏

 これまでの「⼩さな拠点」の取組などからも中国圏らしさが⾒えるのではないか。（⾼橋委員）
 中国圏の分散する集落をつなぐ、ＱＯＬを⾼め、経済を活性化させていくため、「つなぐ」ということを

もう少し前⾯に出すことはできないか。（⽒原委員）⇒2.地域⽣活圏

 外国⼈に関する記述が、国際交流やインバウンドの視点に限らず、共⽣・⼈材としての観点が少ないと感
じる。産業界においては⼈材不⾜によって将来的には外国⼈⼈材の活⽤無しでは成り⽴たない部分がある
ことから必要ではないか。（⾼橋委員）⇒2.地域⽣活圏

➡「中国圏らしい地域⽣活圏」を具体化するために、以下のキーワードを踏まえ、事例収集を進める。
キーワード︓⾃然や地形的な背景、取組のきっかけとなる地域課題、動かす主体、分散する集落等をつなぐ
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⾼梁川流域（岡⼭県）

 ⾼梁川は岡⼭県と⿃取県境の新⾒市花⾒⼭に源を発し、111ｋｍの流れを経て、
瀬⼾内海に注いでおり、⽀流を含めた流域は 2,670ｋ㎡の流域⾯積を誇る。

 ⾼梁川は多彩の地形と⽂化とを抱擁する強⼒な紐帯であり、流域に住む者にとっ
て産業のための動脈であると同時にそれにより結ばれた共同社会全体の運命的共
有物であり、⾼梁川を機縁として互いに理解を深め、相親しみ、協⼒して、河川
を守り、培われた⽂化や産業の協同体をより美しく、より合理的に築き上げなけ
ればならないなどとし、S29.3に「⾼梁川流域連盟」を設⽴している。

調査地域の特徴（⾃然・歴史・⽂化的背景など）

調査地域における課題と課題への対応

教育

調査地域 調査地域の位置

課題への対応

【⾼梁川流域学校の取組】
産官学⺠が連携し、地域の
⾃然や歴史・⽂化・産業を
「地域教育」の教材として提
供する。これにより、郷⼟愛の
醸成と地域の将来を担う課
題解決⼈材の育成し、持続
可能な圏域の形成を図る。

課題

調査地域は、将来の⼈⼝推
計において、全国平均・岡⼭
県平均より⼈⼝減少が進む
⾒込み。
➡流域の⾵⼟と歴史・⽂化
を伝承し、将来を担う⼈材
育成が課題

防災

出典：高梁川流域連携中枢都市圏を形成する7市3町（倉敷市）、 2019年度一般社団法人高梁川流域学校年次報告書

出典：高梁川流域圏成長戦略ビジョン（倉敷市）、高梁川流域連盟趣意書

出典：高梁川流域圏ポータルサイト（倉敷市）
※地図は高梁川流域圏

課題への対応

【周遊観光の促進に向けた
取組】
圏域内の観光地を網羅し
た観光パンフレットや圏域周
遊ツアーの造成により倉敷
を起点に周遊を促進。
さらに、外国⼈観光客からの
要望が⾼いフリーWi-Fiを
圏域内７市３町に整備。

課題

⼊込客数に対して宿泊客数
が少なく、また、調査地域に
観光客が周遊する割合が少
ない。

➡倉敷への観光客を圏域内
の周遊につなげることが課題

出典：高梁川流域連携中枢都市圏を形成する7市3町（倉敷市）、高梁川流域観光ポータルサイト、市政_平成30年7月号（全国市長会館）

観光

7市3町で使⽤可能

圏域内旅⾏プランを紹介するパンフレット

課題への対応

課題

交通 課題への対応

【空⾶ぶクルマの運⽤に向け
た取組】
2017年設⽴されたMASC
（⽔島への航空宇宙産業クラ
スターの実現に向けた研究
会）が、2021年6⽉に⽇本
初となる国交省の機体認証と
屋外試験⾶⾏の許可を取得
した⾶⾏に成功。

課題

新たな⽣活スタイルへの対応
など多様な暮らし⽅や働き⽅
への対応が求められる。

➡迅速かつ快適な移動の確
保とともに、新たな市場創出
が課題

平成30年7⽉豪⾬災害では、
倉敷市真備地区において、
地区の約３割が浸⽔。死者
数68名（多くは⾼齢者の
逃げ遅れ）。全壊・⼤規模
半壊5,750世帯。
➡誰⼀⼈取り残されない地
域づくりが課題

⾼梁川流域におけるオープンデータプラットフォームを
整備し、蓄積した防災関連のオープンデータで地域
の防災⼒の強化に活⽤。

出典：高梁川流域連携中枢都市圏を形成する7市3町（倉敷市）

A

B

A
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D

D ※流域圏全体で実施

C

出典：第8回 空の移動革命に向けた官民協議会（経済産業省）

B

実施主体：一般社団法人高梁川流域学校

実施主体：一般社団法人MASC （マスク）

実施主体：一般社団法人 データ クレイドル
実施主体：倉敷市観光情報発信協議会

地域⽣活圏に関する事例
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島根県美郷町

 島根県中央に位置する美郷町は、古くから江の川の恵みとともに発展してきた歴史
があり、美しい⾃然を活かしたアユ漁やカヌーなどが⼈々の⽣活に密接している。

 合併前の２町村（⾢智町と⼤和村）を江の川が貫流し、沿岸部は侵⾷によって急峻
で起伏に富んだ地形から、その⾕間や氾濫原に集落が形成されている。さらに、両
岸には中国⼭地が織りなす四季折々の豊かな⾃然と美しい街並みが広がっている。

 「美郷（みさと）」には、このような⾃然豊かな美しい故郷をいつまでも残してお
きたいという住⺠の願いが込められている。

[地域の実情] 町内に⾼校、中核病院、鉄道、ホームセンター、ドラッグストアがない

調査地域の特徴（⾃然・歴史・⽂化的背景など）

調査地域における課題と課題への対応

交通

調査地域 調査地域の位置

課題への対応

課題解決に向けたプロジェク
トチームを発⾜し、交通空⽩
地有償運送を運営。診療所
への通院やサロンへ参加する
⾼齢者が主に利⽤し、地域
内の移動の利便性向上と交
流機会の確保に寄与。

課題

地域内にタクシー事業者が無
く、⾼齢者等の移動が困難。
特に、診療所等を有し地域の
拠点施設である⽐之宮交流
センターへのアクセスが悪い。
➡⾼齢者を中⼼とした住⺠の
移動⼿段の確保が課題

医療

出典：小さな拠点づくり事例集（島根県）

出典：美郷町HP

出典：しまねの郷づくり応援サイト（島根県）
※プロットは事例に関連する地域のおおよその位置

課題への対応

課題

物流 課題への対応

【ドローン利活⽤の取組】
集落に点在する主な公⺠館
（避難所）をドローン充電拠
点と位置づけ、主に「江の川」
とその⽀流を⾶⾏ルートとする
空の物流を⽬指す「空の駅構
想」を⽴ち上げ、ドローンを活
⽤した新産業創出に向けて
様々な実証実験を実施。

課題

町内にホームセンターやドラッ
グストアがなく、買い物利便
性が低い。また、集落が点在
しているため、郵便・宅配業
者等による配送ネットワーク
の維持が困難になる恐れ。
➡特に中⼭間地域での物流
の確保が⼤きな課題

地域に中核病院がなく(５
つの町営診療所のみ)、JR
三江線の廃線による通院
の移動⼿段の減少により、
患者の通院負担が増加。
➡受診機会の確保や移動
⼿段確保等による患者の
通院負担の軽減が課題。

出典：美郷町未来技術地域実装協議会資料、美郷町HP 出典：美郷町未来技術地域実装協議会資料、美郷町HP、美郷町ドローン利活用推進協議会HP

実施主体：比之宮連合自治会

実施主体：美郷町ドローン利活用推進協議会

実施主体：美郷町未来技術地域実装協議会

地域⽣活圏に関する事例

美郷町在住の患者を対
象に、町内のほぼ全⼾に
設置済のIP告知端末を
利⽤して近隣４医療機関
と住⺠宅をつなぐ事でオン
ライン診療を実施。中⼭
間地域における医療体制
の維持等へ寄与。

島根県

美郷町

旧⼤和村

旧⾢智町

【ひめのみやふれあい号の運営】

A

【概要】平成30年より運⾏
開始。運転⼿は講習を受
けた19名が交代で担い、
利⽤者宅と拠点施設との
間を1回100円で送迎。

町内全域に
光ファイバー
を敷設C

A

美郷町防災公園
（ドローン物流拠点）

⽐之宮
交流センター

B
近隣医療機関
（オンライン診療）

B

＜デジタルインフラの整備＞
平成22年度に町内全域に光ファイ
バーを敷設
➡通信・放送等のサービスを提供する
「みさと光ネット」を開始。
➡「みさと光ネット」に
加⼊の全世帯にIP
告知端末を設置。
（IP告知端末同⼠、
スマートフォンとオンラ
イン通信可能）

C

＜デジタルの徹底活⽤＞

出典：美郷町HP、美郷町ICT教育推進ビジョン

オンライン帰省

各世帯に設置された
IP告知端末を活⽤
したテレビ電話

ICT教育
議会のペーパレス化

町内全⼩中学⽣１⼈１台にタブレット
端末を整備、デジタル教科書の整備

議会議員全員にタブレットを配布し
議会資料は全てタブレットへ配信

【オンライン診療の取組】
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